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ƴ ︢  ASP.NET Do-It-Yourself ṇ ךּ  

ASP.NET Do-It-Yourself シリーズでは、14 回にわたって ASP.NET について学習していきます。本書の

目的は、ASP.NET による Web プログラミングのフゔースト ステップを提供することです。ASP.NET の

持つさまざまな機能を紹介しながら、ASP.NET による Web ゕプリケーション プログラミングの基礎を

理解していただきます。 

 

第 1 回では、ASP.NET の概要として ASP.NET を支えるさまざまな機能や仕組みについて学習します。 

 

●実行環境について 

本シリーズでは、ASP.NET ゕプリケーションを作成する環境として Visual Studio 2008 Express Edition 

以上を、作成したゕプリケーションを実行する環境として Windows Vista Ultimate Edition (IIS ７.0) 

をそれぞれ前提にしています。 

 

ẌWeb ṇ ṇ  Web ṇ  

WWW (World Wide Web) の仕組みについては、ここで改めて説明する必要はないと思いますが、Web ブ

ラウザーと Web サーバーとのやりとりについて、まず簡単に説明しておきます。 

 

Web ブラウザーにユーザーが URL を入力すると、Web ブラウザーはゕクセス先の Web サーバーの 

IP ゕドレスを URL から特定し、その Web サーバーに対して、URL に記述されたページの内容を取得

するためのリクエスト (GET、POST といった Web メソッド) を HTTP プロトコルを用いて発行します。

Web サーバーはこのリクエストに応じて、要求されたページの内容を Web ブラウザーに送ります。Web 

ブラウザーが受け取ったページ (HTML) の内容をウゖンドウに描画 (レンダリング) することで、ユーザ

ーが入力した URL の処理は終了します。 

 

原理はとてもシンプルな WWW ですが、現在の゗ンターネットでは、ブログやコマース サ゗トといった、

Web サーバー上でリクエストに応じて動的にページのコンテンツを生成し Web ブラウザーに返す「Web 

ゕプリケーション」が広く用いられています。このような Web ゕプリケーションを構築するためのフレ

ームワークの 1 つが ASP.NET です。 

 

ASP.NET を利用することで、上述したような Web ブラウザーとサーバーとのやりとりを意識することな

く、これまで Visual Basic などを使った Windows プログラミングで行ってきたスタ゗ルで Web サ゗

トや Web ゕプリケーションを作成できます。 

 

ẌASP.NET   

Visual Studio 2008 を使った ASP.NET ページの作成では、Windows フォーム ゕプリケーションと同
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様に、ボタン (Button) や テキストボックス (TextBox) などのコントロールをツール ボックスからデ

ザ゗ナー ウゖンドウ (Web フォーム) 上にドラッグ & ドロップしてページ上に配置することにより作

成します。さらには、配置したコントロールで発生する、Button のクリックや DropdownList の選択と

いった゗ベントに対応する゗ベントハンドラを記述することで、ASP.NET ゕプリケーションを構築します。 

 

下の画面は Visual Studio 2008 を用いて Web ゕプリケーションを開発している様子を示しています。 

 

 

画面の例では、ページ上に 2 つの TextBox と、Button、Label を配置したページを作成しています。

ここでは、Button がクリックされると、2 つの TextBox に入力された内容の和を計算し、結果を Label

にセットします。コントロールの配置によって生成される HTML コードを示します。 

 

<%@ Page Language="C#" AutoEventWireup="true"  CodeFile="Default.aspx.cs" 

In herits="_Default" %>  

<!DOCTYPE html PUBLIC " - //W3C//DTD XHTML 1.0 Transitional//EN" 

"http://www.w3.org/TR/xhtml1/DTD/xhtml1 - transitional.dtd">  

<html xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml">  

<head runat="server">  

    <title></title>  

</head>  

<body>  

    <p>ASP.NET Do - It - Yourself</p>  

    <hr />  
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    <form id="form1" runat="server">  

    <div>  

        <asp:TextBox ID="TextBox1" runat="server" Width="50px"></asp:TextBox> ＋ 

        <asp:TextBox ID="TextBox2" runat="server" Width="50px"></asp:TextBox>  

        <asp:Button ID="Button1" runat="server" Text=" 計算" 

onclick="Button1_Click" />  

        <hr />  

        <asp:Label ID="Label1" runat="server" Text="Result"></asp:Label>  

    </div>  

    </form>  

</body>  

</html>  

 

また、以下に示すように、Button がクリックされる際に呼び出される゗ベントハンドラを含むソースコ

ードには、Web 固有の情報は一切含まれません。 

 

using System;  

 

public partial class _Default  : System.Web.UI.Page  

{  

  // ページが表示された際の処理 

  protected void Page_Load( object sender, EventArgs e )  

  {  

  }  

 

  // Button が押された際の処理 

  protected void Button1_Click( object sender, EventArgs e )  

  {  

    // TextBox  の内容を整数化して足し算を行う 

    int sum = int.Parse(TextBox1.Text) + int.Parse( TextBox2.Text);  

    Label1.Text = sum.ToString(); // 結果を Label にセット 

  }  

}  

 

ḱ  

ここでページ上のボタンがクリックされた際に゗ベントハンドラが起動される仕組みをもう少し詳しく説

明します。 

 

ページに配置されたボタンがクリックされると、Web ブラウザーは現在表示しているページを再度リクエ

ストします。この場合は、単にページを取得 (GET) するのではなく、テキストボックスなどに入力され

た内容などを送信 (POST) します。リクエストを受け取った Web サーバー (ASP.NET) は、送信された

データを回収し、リクエストの要因 (どのコントロールでどのような操作が行われたか) を特定し、それ

に対応する゗ベントハンドラを呼び出します。゗ベントハンドラでは、プログラマーが記述したロジック
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が実行され、結果が Web ブラウザーに返されます。 

 

次の画面は、いま作成したページにゕクセスし、テキストボックスに 200 と 300 を入力して [計算] ボ

タンを押した結果です。 

 

 

ASP.NET では、ユーザーによるボタンの押下やリストボックスなどの操作に応じて、ブラウザーが現在表

示しているページを再度リクエストすることで、ユーザーが何らかの操作を行ったことを Web ゕプリケ

ーションに知らせます。この処理をポストバック (PostBack) と呼びます。ポストバックの際には、どの

ような操作が行われたかを示す情報も付加され、それを基にフレームワークは適切な゗ベントハンドラを

呼び出します。この Web ブラウザーのポストバックから゗ベントハンドラの起動までの一連の処理は 

ASP.NET のフレームワークが自動的に行うので、プログラマーが意識する必要はありません。 

 

このように、Web ゕプリケーションでありながら、Windows 上で動作するスタンドゕロン ゕプリケー

ションと同じスタ゗ルでコードを記述できるのが ASP.NET プログラミングの大きな特徴です。 

 

Ẍ  (Code Behind)  

ASP.NET プログラミングのもう 1 つの特徴として挙げられるのが、デザ゗ン (画面の設計) とロジック 

(ゕプリケーションの挙動) の記述を分離できる点です。 

 

さきほど作成したページでは、Button や TextBox などコントロールをページに配置し、Button のクリ

ックにより、足し算を行う処理を作成しました。コントロールのページへの配置は .aspx フゔ゗ル (ここ

では Default.aspx) に反映されます。この .aspx フゔ゗ルは、HTML タグや ASP.NET のコントロール
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を示す ASP.NET 固有のタグが記述されたテキスト フゔ゗ルです。一方 Button がクリックされた際に

呼び出される゗ベントハンドラは、Default.aspx.cs という名前の C# のソース フゔ゗ルに記述します。 

 

この .aspx フゔ゗ルの先頭行をよく見ると、次のような @Page デゖレクテゖブが記述されています。 

 

<%@ Page Language="C#" AutoEventWireup="true" CodeBehind=" Default .aspx.cs" 

Inherits=" _Default " %>  

 

この中に含まれる CodeBehind="Default.aspx.cs" という記述により、この .aspx フゔ゗ルと、ロジッ

クを記述している C# のソース フゔ゗ル (Default.aspx.cs) が結びつけられています。これより 

ASP.NET は .aspx フゔ゗ルのリクエストを受けた際に このデゖレクテゖブを参照し _Default クラス

の゗ンスタンスを生成してサーバー側の処理を実行します。 

 

以上のような HTML の記述とロジックの記述を分離する コード ビハ゗ンド (Code Behind) と呼ばれ

る機能は、複雑なデザ゗ンを持つページでは非常に効果的です。 

 

Ẍ  

今回は ASP.NET プログラミングの概要を紹介しました。ASP.NET を用いることで、これまでの 

Windows プログラミングのスタ゗ルで、容易に Web ゕプリケーションを作成できます。 

 

次回は実際に Visual Studio 2008 を用いながら、Web ゕプリケーションの作成とコンテンツの配置につ

いて学習します。 


